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は じ め に
"お ん な"を や
って い くの は、 大 変 で す 。 そ の"お ん な"を や った うえ で 、 自分 を エ ロ ス的
存 在 だ と肯 定 し、 オ トコ と納 得 の い く性 的 な 関 係 を結 ぶ の は、 も っ と大 変 な こ とで す 。 この
〈制 度 〉 の 中 で 安 閑 と して い て は、 自己 の 「な し崩 しの 死 」 が 待 って い るだ け で す。 〈制度 〉 の
中 で骨 抜 きに さ れ て、 た だ流 さ れ て い くエ ロ スが あ る ば か りです 。 こ の流 れ に逆 ら う とい う困
難 に立 ち 向 か った ひ とが 、 わ た しに と って は黒 木 香 で した。 黒 木 香 は、 ア ダル ト ・ヴ ィデ オ ・
モ デ ル と な る こと で、 この 〈制 度 〉 か ら逸 脱 し、 自分 の 中 の エ ロ ス(性 的 な欲 求 や欲 望)と
真 っす ぐに 向 き合 って い き ま した。 そ して 、 彼 女 は私 た ち に、"お ん な"性 と折 り合 いを っ け
る た め の も うひ とっ の道 筋 を示 して くれ て い ま した。 黒 木 香 の 問題 は、 私 た ちの 問 題 で も あ り
ま した。 黒 木 香 の戦 略 を 、 わ た しは そ の デ ビュ ー の1986年 か ら、 固 唾 を 呑 ん で 見 守 って き ま
した。 しか し、 彼 女 の戦 略 は、 あ ま りに捨 て身 の戦 法 で した。
さ て、 あ れ か ら約8年 の月 日が流 れ て、 黒 木 香 の名 前 す ら忘 れ か けて いた 日々 の 中 で、 彼女
の転 落 事 故 は お こ りま した。 そ して、 あ わ や 自殺 未 遂 か とま で騒 が れ た ので す 。 彼 女 の ゲ ー ム
は命 懸 け の もの だ った の か と、 わ た しは そ の時 、 案 じま した。 黒 木 香 の戦 略 が 戦 略 と して 生 き
るた め に は、 そ れ は あ くま で もゲ ー ム で な くて は な りま せ ん。 そ の後 、 黒 木 香 は 自殺 未 遂 で は
な か った とマ ス コ ミに よ って報 道 さ れ ま した。 安 堵 の思 い に、 ほ っ と胸 を なで お ろ しなが ら、
ゲ ー ム が 命 懸 けの もの に な って しま った、 幾 多 の女 の友 人 た ち を思 い 出 します 。 あ る娘 は"お
ん な"を や れ ず 、 自分 の 中 の エ ロス に も目 を っぶ って あ るオ トコに 自分 を賭 けて しま い ま した。
オ トコ は女 を 持 て余 し、 女 は狂 気 の な か で手 首 を切 りま した。 い え い え、 そん な娘 た ち ばか り
で はな く、 身 近 に い る元 気 印 の 友達 も、 ダイ エ ッ トや化 粧 品 の情 報 に振 り回 され て 、 文 字 ど お
り身 を削 って いま す。 そ れ を 、 た だ の ゲ ー ム と言 って しま って 良 い の か、 躊 躇 して しま い ます 。
私 も、 そ のゲ ー ム に図 らず も乗 せ らて い る1人 で あ る か らで す 。願 わ くば、 ゲ ー ム を ゲ ー ム と
割 り切 って 、 軽 や か に 戯 れ て 生 きて い け ん こ とを。
本 稿 で は、 黒 木 香 の と った 自分 の お ん な性 との 向 き合 い方 を 検証 して い くこ と に よ って、 あ
の 時 代 な ぜ 女 た ち に黒 木 香 が 受 けた の か、 ど う して黒 木 香 が う ま く生 き られ な か った の か、 黒
木 香 と名 の るお ん な が 、 ど う して 黒 木 香 とい う仮 面 を 捨 て られ な か った の か と い う こ とを考 え







て触れ、 ブルジョア性道徳2)を内面化 したその性的自己のありかたを 〈古典近代〉 としていま
す。それは男権的な社会における女性の性的身体の獲得過程、すなわち自己の身体を客体化 し
て 「自己放棄」へと至るプロセスを意味するもので した。その 「〈古典近代〉が 〈ポストモダ
ン〉のメディア状況を逆手に取る ミスマッチとずれがこの、 このおか しくも悲 しい一世の
ヒロインを生んでいる」3)と上野は語 るのです。
黒木香があれほど女性に受けたのはなぜで しょうか。 『週刊ポス ト』(1989年1月)で 行わ
れた上野千鶴子 と小倉千加子の対談のタイトルは 「男たちよ!女 たちはなぜ百恵、聖子、黒
木香が大好 きなのか」4)ですし、1994年 『クレア』の黒木香 ロングインタビューで5)、記者の
井田真木子は 「強烈な個性と頭の回転の早さで、あらゆるメディアで活躍 していた彼女だけれ
ど、 この人の可愛さ、一途さを見抜き、最 も愛 していたのは私たち女のコではなかったか。」
と、問いかけています。(こ の号のクレアは、はやばやと売 り切れになって しまいました)。
もっとも、黒木香を古典近代であると喝破 した上野千鶴子は、前出の対談中で黒木の女のコ
に対する人気を 「エッ、まだこんな人いたのっていう生きた化石を見 るような驚 きです。だか
ら今の女性たちにとって、彼女はパ ンダに劣 らぬ一種の珍獣。一種の見世物を見る感覚で見て
るみたい」6)と 分析しています。軽やかに 〈女〉 を楽 しんでいるように見える 「今の女性た
ち」にとっては、性にこだわり、ワキ毛を見世物にして 「おか しくも悲 しい一世のヒロイン」
を演 じる黒木 は、確かにダサクて風変わりに見えるのかも知れません。女たちのオプションも
広がり、性的抑圧 も軽 くなってきたと言われた80年 代において、黒木の 〈性〉 への執着 は珍
しい行為であったのかも知れません。 しかし、 女のおかれている基本的な構造が80年 代に変
わった訳ではないと思 うのです。ただ、抑圧が拡散され、見えにくくなったのに過 ぎないので
はないでしょうか。1995年 の現在、 この傾向はさらに進んでいます。「今の女たち」 もまた、
〈古典近代〉 の女たちとは違 う形で、振 り回されているのではないでしょうか。 それを 〈ポス
トモダン〉であると、決 して楽観 してはなりません。
特に、 性的自己形成過程の根底の部分において、 〈古典近代〉 を脱ぎ捨てることの出来ない
















黒木香の本名は、恵子 といいます。恵子はどこにで もいるような、国立大に通 う女子学生で
した。その恵子が、どうして黒木香になったのか。恵子から黒木香への変遷を通 じて、何が見
えてくるので しょうか。





肯定 肉体 に課せ られた意味深い肯定 にな っている。[A・ ドウォーキ ン 「イン
ターコース』より]7)
「所有 される」 ということは、 自分が商品としてだれかに価値を見いだして もらって、初あ




この、女性の性的身体獲得の局面を分析するたあに、 ここで、3っ の基本的概念を導入 した
いと思います。それは、(1)「 受け身的身体」(2)「 エロス的身体」(3)「 魅惑する身体」の
3つ です。では、以下に順番に説明 していきたいと思います。




だけです。 その受動的な身体像 は、 女を抑圧せずにはいられません。 女たちは、 男にとって
「価値のある」身体であろうと欲 し、身を削 ってい くのです。




こと。 そして、 ナルシズムに淫 しないことが重要です。 性的身体が、他者(異 性で も同性で
も)9)に 開かれた性愛関係 を導 くのですから、自己の殻に閉 じこもることは、その性的身体
の本質を失 うことになります。
女 自身にとって価値のある、そのような性的身体像を、わたしは 「エロス的身体」とよびた
いのです。 「わたしがわたしであることが、女 としても価値のあることなのだ」 という意味の
全面的肯定なのです。
しかし、「エロス的身体」には、異性に対峙するような身体が射程に入っていません。では、




て押 し付 けられた性的身体像をなぞること(「受け身的身体」)と はことなっています。男 に
よって意味付けられた性的身体像はいくらなぞってもなぞっても、後に述べるように揺れてい
くのです。

























どちらかに女を分類 します。その意味でも、 「昼は淑女、夜は娼婦」 というのは言い得て妙で







『モノグラフ ・小学生ナウ 性成熟」(福 武書店1990)1Pに よれば、初潮 という性成熟の





にっいて語 りはしません。ただ、大人へと変容 してい く 「エロス的身体」があるばか りです。




2.「 恵子」 の 「エロス的身体」
女のコの身体の成長が、エロス的自我のめざめに比 して早熟であるとき、自己の 「性的身
体」の価値について知るということが、彼女 にとっては暴力的であることさえあるのです。
例えば、恵子の場合 もまさにそうで した。彼女は早熟な子供で、小学校5年 の夏に初潮をむ
かえ、同 じ年の冬、はじめての痴漢体験に遭遇するといったあんばいでした。恵子はそのとき





を 「劣情」 といい、その価値を認めないとき、性的身体の価値 も同時に蔑まれていくのです。
ですから、 そのような価値観のなかで、 恵子がとった道が 「魅惑する身体」 の否定だったと




員電車にもまれなが ら、外部から押 し付 けられた性的身体の否定的な価値に従容と従うことを
自覚的に始 めていくのです。 それが、 「男性と接点をもたない鎖国状態の生活14)」だったので
す。
その、 自閉による 「性的な身体」の抑圧 は、恵子が芸術家への道を選んだときに、やっと少
しほどけていきます。恵子が芸術を通 じて学んだものはたくさんありましたが、なかで も自分
の思 い描 く 「エロス的身体」の確信こそもっとも大 きなものだったのでしょう。そして、それ
は、「魅惑する身体」につながるはずのものだったのです。
「裸体画のデッサンの授業で、 全裸のモデルさんを前にしたとき、 女性が本来 もっおおらか
エロティシズムの魅力を、初めて理解することができました。社会 はなぜこのような魅力的な
女性美を隠蔽 したり、去勢 したり、あるいは逆にことさら歪めたりするのであろうかと思いま
した。わたくし自身をふ くめ、女性はっ くられた"女 らしさ"の イメージを演 じるように強い
られてお り、文化 も教育 も、その性差別を維持する装置として機能 していることが、 クリアに
見えてきたのです。」15)
恵子にとっては、外部からの 「受け身的身体」の押 し付けは自明なものであったのです。 し
かし、それに屈服することは自分の 「エロス的身体」を手放 して、ほどほどの男の目線に合わ
せていくことを意味します。そのとき、彼女がとった方法が、あの黒木香の トレードマークと
なった腋毛なのです。 恵子 は16歳 のとき、 ヘルムー ト・ニュー トンの写真集をみて腋毛を生
やしはじめます。「…わたくしは脱毛 クリームを塗 って、『おんな』を演 じる馬鹿げたお芝居か
ら降りることを決めたのです。 これはけっしてプロテス トではなく、野生への回帰でもな く、
横滑 りの脱走経路の発見そのものでありました。」16)
この 「横滑りの脱走経路」 こそが、恵子の迂遠な、 しかし、確かな 「魅惑する身体」に至る
道だったのです。あの腋毛の下には、主体的に 「エロス的身体」を魅せっける意志がわずかに
見えていたのです。
3.AV女 優一 黒木香の誕 生
AVま で




恵子は、21歳 の春に1年 半っきあったSと いう男性 とわかれます。Sは 妻子 もちで、 恵子
とはいわゆる不倫なのですが、別れはそのことが原因ではありません。Sが 海外へ旅立っこと
が直接の原因ですが、恵子は 「少々疲れておりました。可愛らしく微笑むことや、何も考えて
いない風を装 うことや、 コケティシュな しぐさや従順 さを演ず ることに」18)と書 きます。彼
女は、男の目線に合わせた 「受け身的身体」を形づ くることに疲れ切っていたのです。 しか し、
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そ の と きで さ え も、 「魅 惑 す る身 体 」 の あ るべ き姿 は恵 子 に は見 え て い ませ ん で した。
恵 子 が望 ん だ の は、 少 女 時代 と同 じ、 つ つ ま し く自閉 して い く道 な の で した。 「受 け身 的身
体 」 と 「魅 惑 す る身 体 」 の あ いだ で 踊 らされ て 疲 れ た 彼女 は、 そ こか ら遠 ざ か ろ う と します 。
これか らの人 生 は老 後 な のだ と 自分 自身 に 言 い聞 か せ 、 宗教 美 術 を研 究 す る学 徒 と して生 き て
い く こ とを決 意 します 。 「ガ キ で な くな った 自分 」 に気 づ い て 「自立 しな くて は な らな い」 恵
子 は、 そ の た め の イ タ リア留 学 の 資金 を、 親 に出 して も ら う こ と はで きな か った の で した。 ア
ルバ イ トを した こ との な い恵 子 に と って は、 道 で 「モ デ ル に な りま せ ん か」 と声 を か けて き た
ス カ ウ トマ ンだ け が、 頼 りだ った の で した 。
しか し、 ス カ ウ トマ ンが 、 言 い に くそ う に 口 に した 「ア ダル ト ・ヴ ィデ オ ・モ デ ル」 と い う
言 葉 が 、 恵 子 の そ の後 の人 生 を 変 え て しま い ま した。 そ して、 偶 然 に も、 村 西 と お る の と こ ろ
へ と紹 介 さ れ る こ とに な った の で す19)。 村 西 とお るは、 自 らを 「性 の求 道 者 」 と呼 ん で は ば
か らな い よ うな人 です 。 そ の 村 西 の と こ ろ に 「魅 惑 す る身 体 」 を求 め て恵 子 が来 た ので す か ら、
そ れ は ま さ に運 命 的 な出 会 いだ った の か も知 れ ませ ん。
抜 け な いAV
黒 木 香 の第1作 は、AV業 界 で は型 破 りの ヒ ッ トを飛 ば しま した。 ア ダル ト ・ヴ ィ デ オ業 界
で は、3千 本 売 れ れ ば ヒ ッ トで す20)。 黒木 の 「SMぽ い の好 き」 は1万 本 を越 えて い るの で す
か ら、 大 ヒ ッ トな の で す21)。 そ の 第1作 「SMぽ い の好 き」 は、 抜 け な い ヴ ィデ オ と して 有 名
で す 。 抜 けな い一 とい うの は、AVヴ ィデ オ の実 用 的 価 値 〈マ ス ター ベ ー シ ョ ンをす る と きの
オ カ ズ、 古 い言 葉 で の オ ナペ ッ ト〉 が な い とい う こ とな ん で す。 実 際、 対 談 の中 で ほ とん どの
男 の人 が 抜 け な い と言 って い ます22)。 これ は ど う した こ とな の で し ょうか。
前 出 の小 倉 千 加 子 と の対 談 の 中 で 、 上野 千 鶴 子 は 「黒 木 香 の ビデ オ は、 女 の オ ー ガ ズ ムを あ
の手 この手 で追 求 して る じゃな い。女 の コた ち はそ れ を食 い入 るよ うに見 なが らオ ーガ ズ ムを
学 ぶ 。 そ れ が一 種 の規 範 にな るか ら、 実 際 に性 行為 や った 時 に 「お か しい、 ど う して私 は黒木
さん み た い に な らな いん だ ろ う。」 あ ん た の テ クニ ック が悪 い の よ、 あ ん たが 下 手 な の よ とな
る わ けで 、 あ れ は男 に対 して す ご い脅 迫 な の よね 」 と言 って い ま す23)。
あ の手 この手 で、 オ ル ガ ス ム スを 追 求 して 行 くこ と は、 男 を奮 い立 た せ る文 脈 だ った はず で
す 。 江 戸 時 代 の吉 原 で は、 遊 女 を イか せ る の が通 で 、 粋 で は な か った で し ょうか6)。 そ れ なの
に、 実 際 、 黒 木 香 の ヴ ィデ オを 見 て もだ め だ と い うの で す ね。
当 時 、 人 気 の あ っ たAV女 優 に 「小 林 ひ とみ」、 ち ょ っ と遅 れて 「桜 木 ル イ」 が 出 て来 ます 。
彼 女 らの ヴ ィデ オ は男 の子 に絶 大 な 人 気 を 誇 ります。 い ま で も、 桜 木 ル イ は永 久 保存 版 だ と大
事 に取 って い る人 も多 い ので す 。 黒 木 の ヴ ィデ オで はそ ん な こ と はあ りませ ん で した。 話 題 に
な った、 売 れ た、 が、 しか し、 本 来 のAVフ ァ ンの男 の子 に は人 気 は あ ま りなか った と思 わ
れ ます 。 実 際、 普 通 のAVに は あ ま り興 味 の なか った層 が見 て い る とい う指 摘 もあ りま す24)。
で は、 桜 木 ル イ の ヴ ィデ オ と黒 木 のそ れ は、 な にが違 うの で しょ う。 男 の ほ ど こす性 行 為 で 、
女 が気 持 ち よ くな って い く とい う文 脈 は変 わ りませ ん 。 しか し、 黒木 の ヴ ィデ オ に は男 な ど必
要 な い の で はな い か と一 瞬 思 わせ る よ うな 迫 力 が あ りま す。 「自堕 落 に もほ どが あ る』 の な か
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でも繰 り返 し描かれていますが、常に自分を意識 した性表現のための意志があるわけです25)。
快感を覚える自己の徹底的な肯定によって、それはなされているのです。ほかのAVの 女の
コのように、男にリー ドされて、ただ快楽に身をまかす、という演技 とは一線を画 しているの
です。
つまり、黒木香 は、男の子の持つ性幻想の規則に沿いながら、その規則を過剰に生 きて し
まったために、 「抜けないヴィデオ」 を作 って しまったのかも知れません。 または、女は男に
リー ドされるものだという規則に対 し、意志的に徹底的に服従することで、 リー ドする男を不
安が らせて しまっているのか も知れません。
なぜ、不安なのでしょうか。男が快感を覚えるためには、 〈女が快感を感 じる事すらも、 自
分がコントロールしている〉 という征服感が必要だか らです。私はこれを 「性の政治」と呼び
たいのです。黒木 はちっとも男を征服 させて くれた気分に して くれません。常に男に挑み、
「自らの意志の力で自分自身を征服させる」 のです。 これは、 逆説としか言いようがありませ
ん。
男が、女に快感の手ほどきをするのは、ポルノの常套コースです。そのたあに、念入りに、
処女が選ばれ26)、素人 っぽい女の子が受けます。ロリコンに至 っては、少女が性 の対象に選
ばれさえす るのです。その善悪をいうっ もりは全 くありません。後にも述べるように、性幻想
のなかでは、 どんなことも有 り得 るし、自分がどのような性幻想を持っているか、ひいては自
分の欲望の回路 に自覚的になることからしかすべては始まらないと思 うか らです。
「性の政治」
「性の政治」は、ケイ ト・ミレットの言葉です。
ここでは、A・ ドウォーキンのいう命題を思い出さなくてはいけません。 その中の、 「すべ




たという構造(こ の時の男の欲望の形をS性 、女の欲望の形をM性 と呼びたいと思います)
をレイプと呼んでよいとすれば、ですが。ですから、 このときの レイプは基本的には和姦だと
もいえるのです。女だって気持ちよくって、お互い納得ず くなら問題なんてないはずです。ど
うして、それが問題になったのか。簡単なことです。 「性の政治」 はベッ ドの外までも縛 って
いくか らです。
いくら、 日常生活で対等だと言っても、性のなかで内密に処理されるはずだった性幻想が
ベッドの中だけに止まるという保証はどこにもありません。 「1回寝たら、 恋人気取 りなんて
やだよね。 自分の女だと思って!」27)と いうこともありますが、 もっと本質的な問題が存在 し
ます。性は隠蔽されていると同時に、実は露にされているものだか らです。性は、社会的なも
のであると同時に、個人的な ものだ28)と言い換えても良いでしょう。本当は、はっきり切 り




性の中(言 い換えれば、 ベッドの中)だ けに限定されるはずだった女のM性 は、社会的に
はびこるさまざまな馬鹿馬鹿 しい言説 女は男に劣 る(征 服されちゃうんですから)の
根拠付けとまではいかなくても、それを保証 し補完する役割を果たしていると思 うのです。 こ
の言説がまた、女性の性幻想を教育 してい く、という悪循環 になっているのです。
もちろん、逆の方向か らの見方 もあって、男権的社会が性行為を規定 していくのだというこ
とも考えられます。前出のA・ ドウォーキ ンは、 次のようにいいます。「男の権力 ペニス
の権力 の世界において、普通の人間の男が行なう性交 は、本質的に、権力 と性能力と所有
が合体 した性的経験である。己の力によって、男は女を犯 し、所有する。その時、男 も女 も、
社会が性交に参画し、社会の権力を所有という形で性に与え、社会がベッドの傍で密かに声援
した り、朝、シーッの血 をチェックしたりしていることを、知 ってはいないようである。」29)
確かに ドウォーキンが言 うように、社会が性行為を規定 しているのだから、社会を変えなけれ
ば性行為 も変わらないという指摘はまさに重要で、その通りなのだと思います。
しか し、最近のような、オプションさえ増えれば、性対象としての異性 というものさえ変わ
り得 るということが明らかになっていく状況では、男のS性 、 女のM性 といった簡単な割 り
切 り方などできない側面 もあります。オプションさえ増えれば変わり得 るという実験をしてい
るという点では現代はまさしくポス トモダンと言えるで しょう。 しか し、それでは、旧弊の異
性愛に捕 らわれている人々には、ポス トモダンはあり得 ないので しょうか。いったん刷 り込ま
れたもの(古 典近代)は なかなか消えないものなのです。その苦 しさが、黒木香への女たちの
共感に繋がったのではないかと思 うのです。
女たちの戦略
女のM性 が問題だったのでした。女たちは社会か ら強制されていてM(マ ゾヒズム)を 選






はレズビアンフェ ミニズムのもっ戦略の1つ ですが 平等な性愛の形を模索 して女のM性
を変える努力がある訳です。この実践はアメリカで盛んで、女の作る女のたあのポルノはエロ
チカと呼ばれて区別されます12)。「女 も男並に」 と言う解決ではなく、性幻想を抑圧のない形
に飼い慣 らそうとしているのだと思います。ですから最近の 〈女 もメイルレビューを見にいき、







っっあるという動 きが感 じられます。 日本の女のポルノといわれている 「レディースコミッ
ク」3G)を見ても、性の情報誌と銘打 った月刊誌を見ても(セ ックス専門誌 というのは男向け
には昔からあ りましたが、女向けにはここ2～3年 で3誌 も創刊されています)31)女 だ って
性の欲望 はあるんだ、それをあからさまにしてもいいんだというふ うに変わって来ていると思





さて、第3の 戦略は、「この形にはまったら気持ちいいんだ」 という貴重な回路(欲 望の回
路)を なにも捨てて しまうことはないのだ、社会的な文脈で勘違いしてる奴 らには腹が立っけ
ど、よくできた欲望回路を何もそのために捨ててしまうことはないんだ、という選択です。っ
まり、性幻想が悪いのではなくて、それが日常に漏れ出てくることこそが問題なのだか ら、日




す。社会の中で性を日常に囲いこむ"近 代家族"の システムでは、 この戦略は無理なので はな
いか、ということは十分考えられます。ペアの努力以前の問題なのです。 システムが"恋 愛一












ます。異なる トポスにおける勝利、 これこそはまさに、SMの 真髄なので した。」34)と黒木香
は喝破 します。すなわち、100%の 受動的存在を生 き切 ることによって、逆説的にそれを能動
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的 な 「魅 惑 す る身 体 」 へ と 自覚 的 に転 換 す る とい う戦 略 な の です 。 言 い方 を 変 え れ ば 、 そ の 過
剰 性 に よ って 、 社 会 の用 意 した 、 例 え ば 「女 はM性 を もっ」 とい った枠 組 み を 、 越 え て い く
ので す 。 日常 に収 ま るよ うな過 剰 性 で は だ あ な の です 。 た だ、 単 に"お ん な"を 装 うこ とで は
不 充 分 な ので す 。"お ん な"を120%も 、200%も 演 じて見 せ るの で す。
黒 木 は、 自分 が 性 的 に 「モ ノ と して扱 わ れ る こ と、 オ モ チ ャに さ れ る こ と、 む さぼ り尽 くさ
れ る こ と」 を 徹 底 す れ ば 、 相 手 の 優 位 を 脅 か す こ と に な る と い う こ とが 身 に染 み て い ま し
た35)。 ヴ ィ デ オ カ メ ラ の先 に あ る、 無 数 の視 線 を 相 手 に受 動 性 を 徹 底 す る こ と は、 不 特 定 多
数 の視 線 に対 して 優 位 に立 つ こ とで もあ りま した。 この 自覚 がAV界 の女 王 を生 ん だ ので す 。
なぜ 、 女 に黒 木 香 が 受 け たの か を 、 も う一 度 考 え て み ます。 日々 の なか で 、 女 た ち は"お ん
な"を 生 きて い ます 。 自分 の も って い る性 幻 想 と、 社 会 的 な性 差 別 が く っっ いて い る と い う こ
と もウ ス ウス感 じて い ます 。 しか し、"お ん な"を や るの はバ ラ ンス が大 切 で す 。 男 の優 位 性
を揺 るが さ な い程 度 に、 男 を挑 発 しな くて はな り ませ ん 。 過剰 に"お ん な"を や る と、 よ く言
わ れ るの が、 次 のせ りふ で す 。 「けば い!素 人 娘 だ と は思 え な い な」。 男 に可 愛 が られ る に は、
ほ ど ほ どに 自分 の"お ん な"を 表 現 しな くて は な りませ ん 。"お ん な"を 装 うのが ゼ ロで もい
け ま せ ん 。装 わ な い女 は"お ん な"で はな いの で す か ら、 男 と同 じに扱 わ れ て痛 い思 い をす る
の が落 ち で す。
この よ うに、 現 代 の 日本 の社 会 で 生 き る と き に は、 ど こか で 男 の 目線 に合 わせ た配 慮 をす る
こ と も、 賢 い女 の条 件 の ひ とっ な ので す。 わ た し自身 が 装 い た いか ら、 装 うの で は な い ので す 。
そ して 、 この こ とは性 愛 の場 面 で も言 え る こ とで す 。 そ こ を黒 木 香 は、 や す やす とク リア ー
して い った よ うに見 え ま した。 性 の場 面 で 、 男 の 目線 に合 わせ て 、 ほ ど ほ どの演 技 をす る の で
はな く、 む しろ焼 け付 くよ うな、 ひ りひ り した快 楽 を全 身 で表 現 して い ま した。 わ た しが 気 持
ち い い か ら、 声 を上 げ る。 男 に 聞 い て貰 う た めで も、 見 て貰 うた めで もな か った と思 うの です 。
また 、AVの タ イ トル 「SMぽ い の好 き」 か らわ か るよ う に、 村 西 の打擲 や ア ナ ル セ ッ クス の
苦 痛 も主 体 的 に受 け入 れ て い くの で す。 男 の前 に膝 をっ い て、 男 の権 力 に よ って馴 化 され るの
と は、 全 く意 味 が 違 うの で す。 そ の様 子 が、 男 に と っ て鬼 気 迫 る もので あ った とい う こ と は、
想 像 にか た くあ りませ ん 。
この 快 楽 は、 私 が そ う感 じて い る もの な の で あ り、 そ れ こそ が、 私 が 私 で あ るた め の根 拠 な
のだ と い う苛 烈 な まで の 自己肯 定 が、 あ の 腋毛 に象 徴 され て い た の です 。 「男 の 目線 に合 わ せ
る」 と い った ス タイル を 放 棄 しな が ら も、 男 に た い して、 一 種 の 「女 王 」 た り得 た 黒木 香 に、
女 た ち は胸 のす く思 いだ った に違 いあ りま せ ん。
しか し、 これ らの"お ん な"性 の 徹 底 は、 日常 世 界 で は不可 能 で す。 それ を、 女 た ち は見 抜
い て い ま した。 この よ うな戦 略 を可 能 す る非 日常 の場 、 そ れ が 「AV空 間 」 だ った の で す。 黒
木 香 はす べ て の男 に対 して、100%性 的 な存 在 に な る こ とで、 誰 の モ ノ で もあ るが ゆえ に誰 の
モ ノで もな い、 特 別 な女 に なれ たわ けで す 。
イ ニ シエ ー シ ョンと して の戦 略
で は、 ク ロキ ・カ オ ル は、 本 名 の彼 女 自身(恵 子)に と って 何 だ った の で し ょ うか。 黒 木 香
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の戦略は男 にとっての 「特別な女」になることで完結 した訳ではありません。 この第4番 目の
戦略では、 日常が非 日常なのです。黒木香が一生、黒木香 として不特定多数の視線を集めるこ
とができるとは、考えられない事です。黒木香自身 も、クロキ ・カオルという存在を次のよう
に言 っています。 「わた くしは、 クロキという仮面を脱いだあと、 かつて本名を名乗 っていた
ころの人生の延長上 に戻 るのではなく、また別の有機体へ と変容 していく」36)と。
っまり、本名の恵子 にとって、 クロキ ・カオルとは、新たな変容をかけたイニシエーション
の場であり、新 しい自分に生まれ変わるために通過 していく世界だったのです。黒木香の第4
の戦略は、 イニシエーションとしてしか、全 うされないものだったのです。そこでは、恵子 は
死んで、そのかわりにクロキ ・カオルが 「異常に肥大 した性器 と、観念的なことばが くっっい
たモ ンスター」37)とな って、あ らゆる全体的存在を性に局在化 していくことで 《祭 り》を
担 っていったのです。彼女 は 「エロス的身体」を、過剰なまでに 「魅惑する身体」仕立て上げ
て、男たちの、性的視線の突 き刺 さる真 っ只中に身をさらしたのです。それは、ある意味では
快楽であり、ある意味では苦行だったに違いありません。
「エロス的身体」 と 「魅惑する身体」のバランスを破壊 し、惜 しげもなく男たちに 「魅惑す
る身体」 をさらしてきた黒木香。 彼女は 「私 はテ リトリーを侵 されたいんです」38)と、 伊藤
比 呂美 との対談のなかではっきり述べています。テ リトリーとは、自身を守るたあの城壁です。
それを崩 したいという黒木 は、 「クロキ ・カオル」 像がいっか破壊 され、 その後の荒野にそれ
でも変容 して生 き延びていく自己を夢見たのかも知れません。
「エロス的身体」 と 「魅惑する身体」 との間に、 どんなバランスが有 り得るのか。私にもわ
か らないし、黒木にもわかっていなかったと思います。 ドウォーキンが言 うように、この男権




性 によって、すべてがひっくりかえされた 《祭 り》の世界。 ここには、自己が新 しく生まれ
変わるための、刺激と興奮、衝動のなかの実在感、そしてエネルギーが満ち満ちていました。
《祭 り》 の世界の中で、黒木香はおのれに確認するように、何度 も宗教美術の研究にもどり
たい、学校 を続けたいと繰 り返 しています。まるで、 自分の仕掛けたパ フォーマンスに躍 らさ
れないように、クロキ ・カオルという祝祭を脱 ぎ捨でて日常へ戻 る日のことを意識 していたの
だと思います。
途上にて
黒木香の、観念によって築 き上 げられた鉄壁の自己防衛 は、過激に徹底的に解体されてゆき
ました。AVで の体験や村西 とおるとの出会いによって、観念のバ リケー ドは完膚なきまでに
払拭されたかのように見えます。完全な受動体 となって快楽の淵をさまよい、匿名の男たちの
欲望よりもっと欲望することによって逆説的に、彼女 は主体性をあらわにしたのです。
しか し、 そのことは、果たして 《古典近代》であった彼女が、《ポストモダン》 のメディア
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状 況 を逆 手 に と って、 「す べ て の男 」 に君 臨 す る 「女 王 」 にな った39)と い う こと を意 味 す るの
で し ょ うか。 私 は そ うだ と は思 い ませ ん 。 そ う で は な く、AVへ の 参 入 を、 達 成 で は な く、
「途 上一 イ ニ シ エ ー シ ョ ンー 」 と考 え るべ きな ので す 。 これ は、 ま さ に 《古 典 近 代 》 が メデ ィ
ア状 況 とい う 《祭 り》 を通 過 す る こ とで 《ポ ス トモ ダ ン》 に な り得 るか 、 と い う可 能性 の極 限
的 な実 験 だ った の で す。 そ れ は、 メ デ ィア業 界 を通 過 機 関 と した 《古 典 近 代 》 か らの 離 脱 の試
み だ った の で す。 さ らに言 うな ら、 完 成 さ れ た 《古 典 近 代 》 の屈 折 した"お ん な"主 体 か ら、
新 た な"お ん な"主 体 を獲 得 す る試 み の1っ だ った と も言 え るの で は な いで し ょ うか 。
女 ら し さ とい う呪縛 か ら解 放 され、 或 い は拭 いが た い女 ら し さを相 対 化 して 、 性 的主 体 と し
て生 き る こ との可 能 性 は ど こ にあ るの で し ょ うか。 突 き付 け られ た女 ら しさ と い う枠 組 み を担
うの で はな く、逆 に操 って い くとい う主 体 はい か に形 成 され得 るの で し ょ う。 歴 史 の 幻 影 は簡
単 に は答 え て くれ そ う も あ り ませ ん。
黒 木 は、 自殺 未 遂 を起 こ し、 週 刊 誌 な ど の情 報40)に よ る と、 現 在(94年12月)病 院 で、 リ
ハ ビ リ中 と の こ とで す 。 回 復 しな けれ ば な らな いの は、 自殺 未 遂 の時 の けが ばか りで はあ りま
せ ん。 心 身 喪 失 で 酒 に溺 れ て い た ク ロキ ・カ オ ル41)は 、 イ ニ シ エ ー シ ョ ン の途 上 で、 現 世 に
戻 って 来 れ な くな っ た人 の よ うで もあ りま す 。 イ ニ シ エ ー シ ョン は、 モ ラ トリア ム と化 して し
ま い、 戻 って くる こ と の困 難 さを示 して い る ので し ょうか 。
恵 子 か らク ロ キ ・カ オ ルへ 、 そ して ま た 新 た な恵 子 へ 、 とい う も くろ み は、 ク ロ キ ・カ オル
と い う怪 物 に囚 わ れ た ま ま止 ま って い るよ う に みえ ます 。 女 の主 体 性 獲 得 へ の困 難 な道 行 き、
ク ロ キ ・カ オ ル の 冒険 は、 い まだ に、途 上 に あ る ので す 。
お わ り に
こ こで は、1人 の女 の半 生 を考 察 す る こ と を通 して 、 女 の置 か れ た状 況 に つ い て見 て 来 ま し
た。 っ ま り、 本 稿 は 「黒 木 香 」 と い う ア ダ ル ト ・ヴ ィデ オ業 界 に入 った1人 の女 が問 題 な の で
は あ りま せ ん。 彼 女 の照 射 して みせ た問題 が、 い か に大 き く、 いか に切 実 で あ ったか を、 今 、
こ こに い る女 の1人 と して、 考 えて み たか った の です 。
黒 木 の転 落 事 故 や、 体 の不 調 を 「身 体 が性 的 に 閉 じる ことが で きな くな った こ との放 心 」42)
と捕 え る や り方 で は、 何 も見 え て来 ま せ ん 。 彼 女 は真 面 目な 人 だ った の で、AVに は、 向 か な
か った の だ と い う言 い 方43)に も賛 成 で き ませ ん。 黒 木 は、 自 らの 欲 望 や エ ロ ス に意 識 的 だ っ
た だ け な の で す。 黒木 香 が で た ヴ ィデ オ は、 た った3本 です 。 性 行 為 を不 特 定 多 数 に見 せ る と
い う事 の ス ト レス な ら、他 の売 れ っ子 女 優 の方 が は るか に上 で し ょう。 そ うで はな くて、 黒 木
は、 そ の 先 を 見 て い た か ら こそ一 世 を風 靡 した の だ し、 現 在 の苦 境 も あ るわ けで す。
彼 女 の話 言 葉 は、 独 特 の ス タイ ル を も って い ま した。 「ワ タ ク シ」 とい う1人 称 と、 「～ で ご
ざ い ま す 」 と い う独 特 の言 い 回 しは、 育 ち の 良 さの証 しの よ うに思 われ て来 ま した。 しか し、
本 当 はそ れ だ けで はな いの で す。 決 ま り切 った 会話 の ス タイ ル は、 自分 を 守 るた め に あ ります 。
型 に はま って しまえ れ ば 、 自分 を さ らけ 出 して しゃべ る必 要 は、 そん な に あ り ませ ん。 ど ん な
に取 り乱 して いて も、 型 さえ あ れ ば し ゃべ り続 け る こ とが で き ます 。 型 は、 取 り乱 した り、 振
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り乱 した り して も、 言 葉 を失 わ な い た め の、1っ の 処 方箋 な の で す。 だ か ら、 彼 女 の しゃべ り
は、 一 度 言 葉 を失 った人 が 、 も う二 度 と失 い た くな い もの と して獲 得 す る言 葉 な ので す44)。
奇 妙 な こ とに、 転 落 事 故 の直 前 の イ ン タ ビュ ーで 、 黒 木 は型 どお りの言 葉 を発 して は い ませ
ん45)。 井 田 真 木 子 と い うイ ン タ ビ ュ ア ー に よ って 、 手 が 入 って い る と は いえ 、 そ れ は大 き な
変 化 だ と思 い ま す。 そ の時 、 井 田 に よ る と、 黒 木 香 は普通 の 人 が2時 間 で話 す 内容 を8時 間 も
か けて しか 話 せ な か った ら しい ので す 。 それ は、 井 田 の い う とお り、 あ る意 味 で は心 身 喪 失 の
よ うな状 況 に黒 木 が陥 って い た こ との証 しで し ょ う。 しか し、 わ た しはそ れ だ け で は な い の だ
と思 い た い の で す。 取 り乱 しや振 り乱 しを含 めて 、 自分 を 表 現 で き る言 葉 を、 そ の と き黒 木 は
模 索 して い た の で はな い で し ょ うか 。
わ た しの思 い描 い た ク ロキ ・カ オ ル の 冒険 の未 来 は 白紙 の ま まで す。 け れ ど、 彼 女 は苦 しい
状 況 下 で も、 冒 険 を や め な いで き た の です 。 リハ ビ リの続 く病床 で 、 彼女 は新 しい 自伝 の執 筆
に取 り掛 か って い る とい う情 報 も あ りま す46)。恵 子 が ク ロキ ・カ オ ル に 変 容 した よ う に、 言
葉 を手 掛 か りに ク ロキ ・カ オ ル が イ ニ シエ ー シ ョ ンを通 過 し、 わ た した ち の前 に、 い っ の 日か
新 た な姿 を あ らわ して くれ る こ とを、 願 って 止 み ませ ん 。
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